
令和６年度 青森市立泉川小学校 グランドデザイン
〇関係法規 《 学校経営の基本方針》 〇学校評価
〇時代や社会の要請 ※い（ｉ）いことい（ｉ）っぱい、愛（ｉ）があふれる泉川(izumikawa)が１番！ ・自己評価
〇新学習指導要領 ・関係者評価
〇県教育委員会の指導の方針 「元気いっぱい やる気いっぱい 笑顔いっぱい かがやく泉川の子」 〇児童アンケート
〇市教育委員会の指導の方針 等々 急激な社会変化の中、教育目標 「思いやりのある子（徳）、生き生きと学 〇保護者アンケート

び合う子（知）、たくましい子（体）」具現化のため、家庭や地域社会との 〇評議員会、地域協議会 等々
信頼と連携を深めながら全教職員が一丸となって「全ては子どもたちのため

〇児童・地域の実態 に」という教育の基本に則った教育活動を推進する。
〇家庭・地域の願い

《教育目標》 かがやく泉川の子

○思いやりのある子 ○生き生きと学び合う子 ○たくましい子 知識・意識・常識
気付き

①相手のことを考え 助け合う子 ※(i)いじめ０
《めざす子ども像》②話をよく聞き 分かりやすく伝える子 ※(i)ICT活用

＜めざす教師像＞ ③進んで運動に親しみ 心と体をきたえる子 ※(i)命を守る ＜めざす学校像＞
①愛情をもって一人一人の子どもや ①子どもが喜んで通ってくる学校
保護者の心に寄り添う教師 【重点】 (Ｓ)創意(ｉ) (Ｎ)熱意(ｉ) (Ｓ)誠意(ｉ) 泉川のＳＮＳ （今日が楽しく、明日が待たれる学校）

②根気強く個に応じた指導に努め、 いいこといっぱいで、「すきな学校」から、より「す（て）きな学校」へ ※一人一人のよさが発揮され、子ど
子どもの力を向上させる教師 地域の協力を得ながら保護者・教職員の英知を結集し、（て）を加える もが活躍する場面をつくる

③向上心をもって学び続け、組織の ②保護者が通わせたくなる学校

一員として協働できる教師 ※教育活動を通して、子どもができ
④健康で明るく、子ども、保護者、 るようになったことが見える
地域から信頼される教師 ③教職員が働きがいのある学校

⑤常に危機管理意識をもち、「報告 ※全教職員が経営を担う意識をもち、
・連絡・相談」を心がけるととも 学校づくりの主体者となる
に服務規律の確保に努める教師 ④地域に信頼される学校

（体罰・事故・わいせつ・いじめ） ※進んで地域に入って地域を知り、
地域の風を取り入れる

１年給食指導 ２年校内研 ３年校外学習 ４年大運動会 ５年バケツ稲 ６年命の出前授業

《重点施策と取組内容》 つながり

◆どんな社会の変化にも負けない心身ともに健康な子どもの育成 ＜教育課程の変更・管理 と 命を守る指導の徹底を図る＞

相手のことを考え 助け合う子 話をよく聞き 分かりやすく伝える子 進んで運動に親しみ心と体をきたえる子

①＜よりよい人間関係を形成する豊かな心づくり＞ ②＜「分かる・できる・ともに学ぶ」 ③＜命を大切にし、心と体の成長を高める
楽しさを実感できる学力づくり＞ 安全・健康づくり＞

「仲間づくり」 「自分づくり」 「体力づくり」

【 よりよい人間関係づくりの推進 】 【 学習指導の改善 】 【 健康指導の充実 】
■一人一人と向き合い、心の触れ合いのある学年・ ■｢主体的・対話的で深い学び｣の視点からの授業実践 ■各種感染症予防対策の徹底■
学級経営 (ＰＢＬの推進) ◇「感染防止対策実施状況チェック表」による確認

◇異学年交流活動の充実 ■成就感、意欲をもたせる「分かる授業」の実践 ◇「新しい生活様式」に則った学校集団生活におけ
■対人関係を円滑にするための全校ＳＳＥの充実 ◇思考力・判断力・表現力の向上を図る指導の工夫 る予防対策の継続

※心の教育の推進「心の教育」推進全体計画 ◇言語活動の充実・体験的な学習の充実 ◇感染状況に応じた臨機応変な対応（行事・集会）
◇課題とまとめが連動した授業、めあてと振り返りの ◇家庭からの情報提供の依頼

【 特別活動の充実 】 ある一時間完結型授業の展開 ◇学校医、学校薬剤師との連携及び情報共有
■児童相互の受容的、共感的態度、高まり合おうと ◇一部教科担任制・専科指導・ＴＴ指導の充実 ■健康、安全な教育環境の整備と実践力の育成
する態度の伸長 ◇保健目標・健康的な生活習慣・食育の指導実践

◇一人一人を生かし、自己有用感を味わわせる指導 【 基礎・基本の理解と定着 】 ◇学級活動（保健指導）の充実
の充実 ■基礎的・基本的な知識・技能の定着と発達の段階に ◇学校保健委員会「いきいき会議」の実施

◇自主的な態度や自治的意識を育てる学級活動や児 応じた学び方の育成 ◇保健だよりの発行、充実
童会行事の工夫 ◇望ましい学習習慣を身に付けるための学習規律と家

■人間関係をよりよく形成する異学年交流の場の工 庭学習の推進『学びの基本』の活用 【 体力つくりの推進 】
夫 ■コミュニケーション能力の育成(国際理解教育) ■運動する楽しさ・喜びの感得

◇一人一人のよさを生かした個に応じた指導の工夫 ■健康的な生活習慣の形成
【 生徒指導の充実 】 ◇「知恵の泉」、「読書タイム」の設定と活動の工夫 ◇体育の授業の工夫・充実
■いじめ・不登校等への早期対応、協働・組織的指 ◇各種学力検査の実施・分析と活用 ◇自主マラソン、休み時間の外遊びの奨励
導体制での取組（子ともを語る会・いじめ防止委員会） ◇食育指導の充実

◇全教職員の共通理解と共通行動に基づいた生徒指 【 情報機器や外部人材の活用 】 ◇体力テストの実施と結果分析の活用
導体制の充実と授業における生徒指導の徹底 ■ＩＣＴの活用の工夫及び情報モラル教育の充実

■特別な支援を要とする子、問題を抱えた子への共 ■「主体的・対話的で深い学び」に向けた活用の推進 【 安全指導の充実 】
通理解と校内支援体制の充実 ・遠隔授業の工夫・プログラミング教育への活用他 ■子どもが自分の命を守る危険予測力・回避実践力

■一人一人に自己存在感をもたせる生徒指導の充実 ◇学校支援ボランティアの活用 の育成
◇子ども一人一人を見つめ、生かす教育相談の充実 ◇意欲をかき立て、自主性・創造性を育成する夢のあ ◇日常の事故防止と生活安全指導の徹底

る体験活動の実践(キャリア教育「お仕事講座」) ◇登下校指導、巡回指導の継続
【 道徳教育の充実 】 ◇定期的な避難訓練・防犯訓練・安全点検の実施
■自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考えるこ 【 校内研修の充実 】IZUSYO MANABI Project
とを通した、道徳的判断力・心情・実践意欲・態 ■「あ・お・も・り・し メソッド」に基づく授業改善 【 環境教育の推進 】
度の育成 ■成果や問題点を共有し、具体的な手立てに基づいた ◇地域の自然、ふるさとを知る環境教育の充実

◇道徳科を要とし、学校の教育活動全体を通じた規 日々の授業実践を大切にした研修の日常化 ◇全校でのリサイクル・省エネ活動の推進 SDGs
範意識や思いやりの心、くじけない心の育成 ◇教員の力量アップのため現職教育 ◇清掃指導の実践と美化推進

⑤＜組織体としての意識と健康を大切にした職員集団づくり＞ ④＜家庭、地域社会とともに子どもの成長を支える連携づくり＞

■「報告」「連絡」「相談」「確認」の実行による情報の共有化、連携の強化 ■評議員会、地域協議会との連携強化
■協働・協力を大切にした円満な人間関係を基盤とした職場づくり ■教育相談等専門機関との連携
■複数担任制による複眼的児童理解 ■危機管理対応、安全指導、学校環境整備の継続
■教職に対する強い情熱と使命を自覚した服務規律の順守 ■幼・保・小・中との連携・日常的取組の推進(小１プロブレム・中１ギャップ解消)
◇ＩＣＴ活用による校務の効率化（多忙化解消委員会） ■家庭と連携して行う基本的な生活習慣の定着
■ＯＪＴを通して、実践的指導力を高める“学び続ける教員の育成” ■行事・評価アンケート等の活用による教育活動の改善・充実
◇分掌業務を通した人間関係形成力・コミュニケーション力育成（チーム泉川) ◇学校支援地域本部事業との連携（地域の教育資源の活用）
◇ＰＤＣＡサイクルの日常化による効果的・効率的な教育課程、業務の推進 ◇参観日や学校行事等での学校公開

◆どんな社会の変化にも負けない心身ともにたくましい子どもの育成

①よりよい人間関係を形成する豊かな心づくり
②「分かる・できる・ともに学ぶ」楽しさを実感できる学力づくり

③命を大切にし、心と体の成長を高める安全・健康づくり
④家庭、地域社会とともに子どもの成長を支える連携づくり
⑤組織体(チーム)としての意識と健康を大切にした職員集団づくり


